
・ 小城市一般会計・特別会計・企業会計補正予算総括表

・ 小城市一般会計補正予算（第７号）

・ 主な事業

平成22年度小城市補正予算(３月定例会)追加資料
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◎　一般会計 （単位：千円）

18,648,452 334,392 18,982,844１ 一般会計

平成22年度　小城市一般会計・特別会計・企業会計補正予算総括表

会 計 区 分 補正前の額 補 正 額 合 計 備 考
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議案第33号　小城市一般会計補正予算（第７号）

（単位：千円、％）

※　構成比は、端数処理の関係上、一致しない場合があります。

1.5

100.0合 計 18,648,452 18,982,844334,392 334,392 18,982,844

市 債 2,632,600 2,632,600

合　　　　　計 18,648,452100.0

13.9

諸 収 入 286,590 286,590

繰 越 金 212,800 212,800

繰 入 金 1,019,530 110,661 1,130,191

1.1

6.0

寄 附 金 30,732 30,732 0.2

30,000 30,000 0.2

財 産 収 入 84,537 84,537 0.4

1 1 0.0

県 支 出 金 1,369,634 1,369,634 7.2 予 備 費

2,999,588 2,999,588 15.8

国 庫 支 出 金 1,726,501 219,981 1,946,482 10.2 諸 支 出 金

595,659 595,659 3.1

使用料及び手数料 192,739 192,739 1.0 公 債 費

2,448,698 128,663 2,577,361 13.6

分担金及び負担金 280,353 3,750 284,103 1.5 災 害 復 旧費

724,987 724,987 3.8

交通安全対策特別交付金 10,100 10,100 0.1 教 育 費

1,329,777 76,661 1,406,438 7.4

地 方 交 付 税 6,363,891 6,363,891 33.5 消 防 費

570,259 570,259 3.0

地 方 特 例 交 付 金 73,715 73,715 0.4 土 木 費

759,808 100,415 860,223 4.5

自動車取得税交付金 31,031 31,031 0.2 商 工 費

10,236 10,236 0.1

地方消費税交付金 330,372 330,372 1.7 農林水産業費

2,018,402 2,018,402 10.6

株式等譲渡所得割交付金 2,414 2,414 0.0 労 働 費

4,850,935 12,455 4,863,390 25.6

配 当 割 交 付 金 3,390 3,390 0.0 衛 生 費

2,120,436 16,198 2,136,634 11.3

利 子 割 交 付 金 17,021 17,021 0.1 民 生 費

189,666 189,666 1.0

地 方 譲 与 税 151,585 151,585 0.8 総 務 費

市 税 3,828,917 3,828,917 20.2 議 会 費

歳 入 歳 出

款 別 補 正 前 補 正 額 合 計 構成比 合 計 構成比

平成22年度　第７号補正後予算総額　　18,982,844千円　

　歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ334,392千円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出
それぞれ18,982,844千円とするものです。
　歳入は、国の第１次補正予算「円高・デフレ対応のための緊急総合経済対策」に伴うきめ細かな
交付金・住民生活に光をそそぐ交付金に係る国庫支出金、農業関連事業に伴う分担金及び負担金の
増のほか、基金繰入金による財政調整によるものです。
　歳出では、国の第１次補正予算「円高・デフレ対応のための緊急総合経済対策」に伴うきめ細か
な交付金・住民生活に光をそそぐ交付金事業のほか、住民生活に光をそそぐ交付金の一部は、基金
に積み立てて平成24年度までの事業の充当原資とするものです。

款 別 補 正 前 補 正 額
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5

1

6 1 1 1 3 7 3 1

 単年度のみ 単年度繰返 期間限定複数年度

（ 開始年度 年度～ ） （ 年度～ 年度）

※22年度（見込み）事業費は、繰越分等をまとめて表示

【補正内容】　
水路整備４箇所、農道整備2箇所
三日月町江口水路　L=160.0m ｺﾝｸﾘｰﾄ杭柵工　　牛津町大戸ヶ里水路　L=57.0m  ｺﾝｸﾘｰﾄ柵渠
小城町中善寺水路　L=140.0m U型側溝　　　　　　小城町大塚水路　　　L=75.0m U型側溝
芦刈町昭和搦農道　L=210.0m ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装　　　小城町寺浦農道　　　L=205.0m  ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装

事業は、「きめ細かな交付金」を活用し、平成２３年度に繰り越して実施する。　

合　　計

18,000 625 12,545 31,170

補正事業費
の財源内訳
（単位：千円）

国庫支出金
都道府県
支出金

地方債 その他 一般財源

合　　計

20 18 2,700 332 28,100 31,170

30,000 事業費計

補正事業費内
訳

（単位：千円）

需用費 役務費 委託料
使用料及び
賃借料

工事請負費

事　業　費 46,852 66,623 30,000 30,000 30,000

一般財源 6,486 37,328 28,500 28,500 28,500 28,500 一般財源

地方債

その他 2,338 2,395 1,500 1,500 1,500 1,500 その他

都道府県支出金

地方債

財
源
内
訳

国庫支出金

都道府県支出金財
源
内
訳

国庫支出金 38,028 26,900

26年度

（
期
間
限
定
事
業

）

全
体
計
画

総　事　業　費
　　　　　　　　　　（単位：千円）(実績) (見込み) （計画) （計画・目標) （計画・目標) （計画・目標)

事業費の推移
　　（単位：千円）

2１年度 22年度 23年度 24年度 25年度

事業期間
平成１７

事務事業の概要（目的、内容等）

【目的・内容】
　国及び県の補助を受けられない農道・農業用用排水路・揚水ポンプ等の舗装新設・維持補修等、農業用施
設の持つ多面的機能を維持回復するために市の単独事業で施工する。

（補助率）
受益者分担金　農業用施設(20％)　その他(5％)

【平成22年度実施内容】
H21繰越予算によりH22に水路4箇所、農道5箇所、制水堰等2箇所の計11箇所を実施。
（水路）　　　　江里山、松尾、東小松、黒原
（農道）　　　　西晴気、黒原、袴田、新村、住ノ江東
（制水堰等）　乙柳、弁財

今回の補正により新たに水路4箇所、農道2箇所を整備。

環境整備事業 基本事業名 農業生産基盤の充実
一般

法令根拠 小城市営環境整備事業施行規則

担当部課 産業部　農村整備課 施策名 農林業の振興

予算科目
会計 款 項 目 事業

新規 既存

事務事業名 環境整備事業 政策名 総
合
計
画
体
系

交流と連携による質の高い元
気産業のまち
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5

1

6 1 1 1 9 0 8 1

 単年度のみ 単年度繰返 期間限定複数年度

（ 開始年度 年度～ ） （ 年度～ 年度）

※22年度（見込み）事業費は、繰越分等をまとめて表示

【補正内容】　
農業用用排水路整備　3箇所
芦刈町牛王水路整備　　 　L=230.0m  ｺﾝｸﾘｰﾄ柵渠工
三日月町久本水路整備　　L=165.0m  ｺﾝｸﾘｰﾄ柵渠工

牛津町柿樋瀬水路整備　　L=240.0m  ｺﾝｸﾘｰﾄ柵渠工

事業は、「きめ細かな交付金」を活用し、平成２３年度に繰り越して実施する。　

3,125 24,298 62,528

62,528

補正事業費
の財源内訳
（単位：千円）

国庫支出金
都道府県
支出金

地方債 その他 一般財源 合　　計

35,105

269,756

補正事業費内
訳

（単位：千円）

需用費 役務費 委託料 工事請負費 合　　計

20

一般財源 94,148

事　業　費 117,817 151,939 0 0 0 0 事業費計

その他 4,804 6,814 その他 11,618

都道府県支出金

地方債 地方債

財
源
内
訳

国庫支出金 163,990

都道府県支出金財
源
内
訳

国庫支出金 96,391 67,599

一般財源

（
期
間
限
定
事
業

）

全
体
計
画

総　事　業　費
　　　　　　　　　　（単位：千円）(実績) (見込み) （計画) （計画・目標) （計画・目標) （計画・目標)

事業期間
平成２１ 平成２２

款 項 目 事業
小城市営土地改良事業 基本事業名

既存

16,622 77,526

農業生産基盤の充実
一般

小城市営土地改良事業分担金徴収条例

事務事業の概要（目的、内容等）

【目的・内容】
　農山漁村地域の多目的機能維持と営農環境整備のため農業用用排水路・農道及び農業用施設 整備事業
をおこなうもの。

（補助率）
受益者分担金　農業用施設(20％)　その他(5％)

【平成22年度実施内容】
H21繰越予算によりH22に農業用用排水路7箇所を整備。
（水路）　久本、江口、堀江、深町、高柳、生立ヶ里、浜中

今回の補正により新たに農業用用排水路3箇所を整備。

事業費の推移
　　（単位：千円）

8 3,800 58,700

2１年度 22年度 23年度 24年度 25年度 26年度

法令根拠

総
合
計
画
体
系

産業部　農村整備課

会計

施策名 農林業の振興

予算科目

小城市営土地改良事業 政策名
交流と連携による質の高い元
気産業のまち

担当部課

事務事業名

新規
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1

4

8 2 3 1 4 3 3

 単年度のみ 単年度繰返 期間限定複数年度

（ 開始年度 年度～ ） （ 年度～ 年度）

※22年度（見込み）事業費は、繰越分等をまとめて表示

【補正内容】
改良を必要としている３路線の道路改良工事
（熊寄・四条線、久保田・練ヶ里線、町分地区生活道路）

※事業は、「きめ細かな交付金」を活用し、平成２３年度に繰り越して実施する。

合　　計

20,500 14,275 34,775

補正事業費
の財源内訳
（単位：千円）

国庫支出金
都道府県
支出金

地方債 その他 一般財源

合　　計

6,275 27,400 1,100 34,775

補正事業費内
訳

（単位：千円）

委託料 工事請負費
補償、補填
及び賠償金

事　業　費 94,236 63,372 99,868 83,000 83,000 83,000 事業費計

一般財源 42,236 33,097 27,952 83,000 83,000

その他 11,716 その他

地方債 60,200

都道府県支出金都道府県支出金 財
源
内
訳

国庫支出金

地方債

83,000 一般財源

26年度

（
期
間
限
定
事
業

）

全
体
計
画

総　事　業　費
　　　　　　　　　　（単位：千円）(実績) (見込み) （計画) （計画・目標) （計画・目標) （計画・目標)

30,275

事務事業の概要（目的、内容等）

【目的・内容】
　小城市発足により、旧町間のアクセス道路や、国県道の整備により接続する市道についても整備が必要と
なっている。また、安全安心の道路を確保するためにも、道路の拡幅、歩道整備および側溝の整備を計画的に
行っていく必要がある。
　今回、きめ細かな交付金を利用して緊急度の高い路線の改良を行う。

【平成22年度実施内容】
  本年度の事業内容としましては、船田・土生線発掘調査調整、熊寄・四条線用地買収、佐織・三ヶ島線事前
協議、江利・大寺線詳細設計、桜岡小学校・鯖岡線用地買収、久蘇・鷺ノ原線測量設計を実施
　21年度に事業繰越した分で改良を必要としている５路線の道路改良工事を実施
（牛津駅前、大寺・三ヶ島線、勝線、住ノ江西地区生活道路、西川・大江線）
　今回行っている補正の内容と致しましては、「きめ細かな交付金」を活用し、改良を必要としている３路線の道
路改良工事を平成２３年度に繰り越して実施する。
（熊寄・四条線、久保田・練ヶ里線、町分地区生活道路）

事業費の推移
　　（単位：千円）

2１年度 22年度 23年度 24年度 25年度

目 事業
道路新設改良事業 基本事業名 市道の整備

一般

事務事業名 道路新設改良事業 政策名 総
合
計
画
体
系

県央に光る交流拠点のまち

担当部課 建設部　建設課 施策名 道路・交通網の整備

予算科目

新規 既存

財
源
内
訳

国庫支出金 52,000

会計 款 項

法令根拠 道路法

事業期間
平成１７
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4

3

1 0 5 1 6 1 2 2

 単年度のみ 単年度繰返 期間限定複数年度

（ 開始年度 年度～ ） （ 年度～ 年度）

新規 既存

子どもの笑顔が輝き歴史と文
化を誇れるまち

担当部課 教育委員会　生涯学習課 施策名 生涯学習の充実

予算科目
款 項 事業 小城市生涯学習センター

管理費

事務事業名 生涯学習センター舞台音響設備更新事業

基本事業名

政策名

生涯学習関連施設の整備充
実・機能強化一般

会計 目

総
合
計
画
体
系

法令根拠 社会教育法第２２条

事業期間

事務事業の概要（目的、内容等）

【目的】
　生涯学習センター建設から１５年を経過し、当初導入していた設備機器が耐用年数を超えている状態。音響
機器については、舞台袖卓(音響・照明簡易操作卓)が使用不可となったのをはじめ、ワイヤレスマイクシステム
も老朽化により音飛び、不具合が頻発している。基本的に、本体製造後にその部品にかかる製造期間が一般
的に８年となっており、多少の保存期間を含めても１０年が機器更新時期。次回の故障時には、修理が出来な
い可能性が高く、貸館をキャンセルしなくてはならない危険が想定されるため、今回、音響機器を入れ替えるこ
とで、施設の充実を図る。
　
　
【内容】
　音響機器の入れ替え並びにホールスピーカー設備機器交換

  事業は「住民生活に光をそそぐ交付金」を活用し、平成２３年度に繰り越して実施する。

事業費の推移
　　（単位：千円）

2１年度 22年度 23年度 24年度 25年度 26年度

（
期
間
限
定
事
業

）

全
体
計
画

総　事　業　費
　　　　　　　　　　（単位：千円）(実績) (見込み) （計画) （計画・目標) （計画・目標) （計画・目標)

財
源
内
訳

国庫支出金 23,600
財
源
内
訳

国庫支出金

都道府県支出金 都道府県支出金

地方債 地方債

その他 その他

一般財源 3,004 一般財源

事　業　費 0 26,604 0 0 0 0 事業費計

事業費内訳
（単位：千円）

備品購入費 合　　計

26,604 26,604
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4

3

1 0 5 3 9 6 9 2

 単年度のみ 単年度繰返 期間限定複数年度

（ 開始年度 年度～ ） （ 年度～ 年度）

1,114 133 15,225 16,691 33,163

0 事業費計

合　　計
事業費内訳
（単位：千円）

需用費 役務費 委託料 備品購入費

事　業　費 0 33,163 0 0 0

一般財源 3,585 一般財源

地方債

その他 その他

都道府県支出金

地方債

財
源
内
訳

国庫支出金

都道府県支出金財
源
内
訳

国庫支出金 29,578

総　事　業　費
　　　　　　　　　　（単位：千円）(実績) (見込み) （計画) （計画・目標) （計画・目標) （計画・目標)

事務事業の概要（目的、内容等）

【目的】
　市民や子供たちが情報通信技術を活用して自主的に学習する知的拠点の創造と知の地域づくりを図るため
市民図書館と学校図書館のシステムを更新する。
　
【内容】
　市民図書館と学校図書室をネットワーク化した図書システム及び情報関連機器の更新

事業は、「住民生活に光をそそぐ交付金」を活用し、平成２３年度に繰り越して実施する。

事業費の推移
　　（単位：千円）

2１年度 22年度 23年度 24年度 25年度 26年度

（
期
間
限
定
事
業

）

全
体
計
画

生涯学習関連施設の整備充
実・機能強化一般

法令根拠 図書館法第３条

事業期間

会計 目 事業
図書館図書等整備事業

事務事業名 図書館システム更改事業

基本事業名

政策名 総
合
計
画
体
系

子どもの笑顔が輝き歴史と文
化を誇れるまち

担当部課 教育委員会　文化課、学校教育課 施策名 生涯学習の充実

予算科目
款 項

新規 既存
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